
看護学部 履修系統図 
DP1 地域社会、国際社会への広い視野を有し、看護専⾨職者としての社会的責任を果たすことができる。 

DP2 多職種の専⾨性及び役割を理解し、看護職の専⾨性を活かして連携・協働ができる。 

DP3 看護の対象者を全⼈的に理解し、⼈間及び⽣命の尊厳に対して真摯に向き合うことができる。 

DP4 ⾼い倫理性を有し対象者の権利擁護と医療安全に貢献できる。 

DP5 看護の対象者及び多職種と信頼関係・協⼒関係を築くことができる。 

DP6 専⾨分野における幅広い知識と技術を修得し、⼈々の最適な健康に向けて看護を提供することができる。 

DP7 次世代の看護学を担う創造性と基礎的研究能⼒を有し、⽣涯学びつづけることができる。 

履修
学年

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7

チーム医療論演習 チーム医療論演習
国際看護 国際看護

看護学概論Ⅱ
看護マネジメント
統合看護実習
災害看護

看護研究セミナー
公衆衛⽣看護活動論

がん看護援助論（含終末期看護）
成⼈看護技術演習
精神看護援助論
⼩児看護援助論Ⅱ
⺟性看護援助論
⽼年看護技術演習
地域・在宅看護援助論

研究⽅法論
チーム医療概論 チーム医療概論

成⼈看護学概論
基礎看護技術Ⅱ（治療援助）
基礎看護技術Ⅲ（看護過程）

セイフティマネジメント
急性看護援助論
慢性看護援助論
⼩児看護援助論Ⅰ
⽼年看護援助論

精神看護学概論
⼩児看護学概論
⺟性看護学概論
⽼年看護学概論

公衆衛⽣看護学概論
地域・在宅看護論Ⅱ

病理学 病理学
疾病・治療論Ⅰ（内科） 疾病・治療論Ⅰ（内科）
疾病・治療論Ⅱ（外科） 疾病・治療論Ⅱ（外科）

疾病・治療論Ⅲ（精神/⽼年） 疾病・治療論Ⅲ（精神/⽼年）
疾病・治療論Ⅳ（⺟性/⼩児） 疾病・治療論Ⅳ（⺟性/⼩児）

薬理学 薬理学
栄養学 栄養学

公衆衛⽣学 公衆衛⽣学
保健統計学 保健統計学

保健医療福祉⾏政論 保健医療福祉⾏政論
形態機能学Ⅰ（運動器・神経系） 形態機能学Ⅰ（運動器・神経系）
形態機能学Ⅱ（循環器・内臓系） 形態機能学Ⅱ（循環器・内臓系）

看護形態機能学 看護形態機能学
⽣化学 ⽣化学

免疫学（含微⽣物学） 免疫学（含微⽣物学）
社会福祉学 社会福祉学
基礎英語 基礎英語
英語会話 英語会話

アカデミックリテラシー アカデミックリテラシー
健康スポーツ科学Ⅰ 健康スポーツ科学Ⅰ

健康スポーツ科学Ⅱ（理論を含む） 健康スポーツ科学Ⅱ（理論を含む）
情報の科学 情報の科学
統計学 統計学

看護学概論Ⅰ
基礎看護⽅法論

基礎看護技術Ⅰ（⽣活援助）

1

4

3

2

⽼年看護援助論

基礎看護技術Ⅰ（⽣活援助）
⽣命・医療倫理学
医療概論

早期臨床体験実習
医療コミュニケーション論

地域・在宅看護論Ⅰ

基礎看護学実習Ⅰ（⽣活援助） 基礎看護学実習Ⅰ（⽣活援助）
看護学概論Ⅰ

基礎看護⽅法論

地域・在宅看護論Ⅱ

急性看護援助論
慢性看護援助論
⼩児看護援助論Ⅰ

精神看護学概論
⼩児看護学概論
⺟性看護学概論
⽼年看護学概論

公衆衛⽣看護学概論

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程） 基礎看護学実習Ⅱ（看護過程）
成⼈看護学概論

基礎看護技術Ⅱ（治療援助）
基礎看護技術Ⅲ（看護過程）

セイフティマネジメント

がん看護援助論（含終末期看護）
成⼈看護技術演習
精神看護援助論
⼩児看護援助論Ⅱ
⺟性看護援助論
⽼年看護技術演習
地域・在宅看護援助論

研究⽅法論

⼩児看護学実習
⺟性看護学実習 ⺟性看護学実習
⽼年看護学実習 ⽼年看護学実習
地域・在宅看護実習 地域・在宅看護実習

公衆衛⽣看護活動論
成⼈看護学実習Ⅰ（急性） 成⼈看護学実習Ⅰ（急性）
成⼈看護学実習Ⅱ（慢性） 成⼈看護学実習Ⅱ（慢性）

精神看護学実習 精神看護学実習
⼩児看護学実習

看護学概論Ⅱ
看護マネジメント
統合看護実習
災害看護

看護研究セミナー

看護学部看護学科 履修系統図（2022(R4)年度入学生～）



看護学部カリキュラムマップ（2022(R4)年度⼊学⽣〜）
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する⼒を
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科⽬名  　（⾚字はCPが複数ある科⽬） 履修
学年 必修/選択 備考 CP1 CP2 CP3 CP4 CP5 CP6 CP7

基礎英語 1 必修 〇
英語会話 1 必修 〇
科学英語 2 選択 〇
応⽤英語 2 選択 〇
中国語※ 1 選択必修 〇
韓国語※ 1 選択必修 〇
芸術学 1 選択 〇
アカデミックリテラシー 1 必修 〇
健康スポーツ科学Ⅰ 1 必修 〇
健康スポーツ科学Ⅱ（理論を含む） 1 必修 〇
国際⽐較⽂化論 1 選択 〇
⽣命・医療倫理学 1 必修 〇
哲学 1 選択 〇
法学（⽇本国憲法を含む） 1 選択 〇
教育学 1 選択 〇
社会学 1 選択 〇
⼈間発達学 1 選択 〇
数理科学⼊⾨ 1 選択 〇
化学と⽣命 1 選択 〇
⽣物学 1 選択 〇
⼼理学 1 選択 〇
情報の科学 1 必修 〇
科学論 1 選択 〇
医療概論 1 必修 〇
統計学 1 必修 〇
早期臨床体験実習 1 必修 〇 〇
形態機能学Ⅰ（運動器・神経系） 1 必修 〇
形態機能学Ⅱ（循環器・内臓系） 1 必修 〇
看護形態機能学 1 必修 〇
⽣化学 1 必修 〇
病理学 2 必修 〇
疾病・治療論Ⅰ（内科） 2 必修 〇
疾病・治療論Ⅱ（外科） 2 必修 〇
疾病・治療論Ⅲ（精神/⽼年） 2 必修 〇
疾病・治療論Ⅳ（⺟性/⼩児） 2 必修 〇
医療遺伝学 2 選択 〇
免疫学（含微⽣物学） 1 必修 〇
薬理学 2 必修 〇
栄養学 2 必修 〇
臨床⼼理学（カウンセリング論を含む） 2 選択 〇
公衆衛⽣学 2 必修 〇
疫学 3 必修 〇
保健統計学 2 必修 〇
社会福祉学 1 必修 〇
保健医療福祉⾏政論 2 必修 〇
⾷品・環境論 1 選択 〇
国際医療福祉論 1 選択 ２年⽣も選択可能 〇
地域ボランティア論 4 選択 〇
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地域社会、国際社会への広い視野を有し、看護専⾨職者としての社会的責任を果たすことができる。

多職種の専⾨性及び役割を理解し、看護職の専⾨性を活かして連携・協働ができる。

看護の対象者を全⼈的に理解し、⼈間及び⽣命の尊厳に対して真摯に向き合うことができる。

⾼い倫理性を有し対象者の権利擁護と医療安全に貢献できる。

看護の対象者及び多職種と信頼関係・協⼒関係を築くことができる。

専⾨分野における幅広い知識と技術を修得し、⼈々の最適な健康に向けて看護を提供することができる。

次世代の看護学を担う創造性と基礎的研究能⼒を有し、⽣涯学びつづけることができる。
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医療コミュニケーション論 1 必修 〇 〇
チーム医療概論 2 必修 〇
総合リハビリテーション論 3 選択 〇
薬学概論 3 選択 〇
チーム医療論演習 4 必修 〇
多職種連携実習 4 選択 〇
看護学概論Ⅰ 1 必修 〇 〇
看護学概論Ⅱ 4 必修 〇 〇
基礎看護⽅法論 1 必修 〇
基礎看護技術Ⅰ（⽣活援助） 1 必修 〇
基礎看護技術Ⅱ（治療援助） 2 必修 〇
基礎看護技術Ⅲ（看護過程） 2 必修 〇
セイフティマネジメント 2 必修 〇
感染看護論 4 選択 〇
看護マネジメント 4 必修 〇
看護キャリア開発論 4 選択 〇
看護学教育論 4 選択 〇
基礎看護学実習Ⅰ（⽣活援助） 1 必修 〇 〇
基礎看護学実習Ⅱ（看護過程） 2 必修 〇 〇
成⼈看護学概論 2 必修 〇
急性看護援助論 2 必修 〇
慢性看護援助論 2 必修 〇
がん看護援助論（含終末期看護） 3 必修 〇
成⼈看護技術演習 3 必修 〇
クリティカルケア論 4 選択 〇
代替療法と看護 4 選択 〇
成⼈看護学実習Ⅰ（急性） 3 必修 〇 〇
成⼈看護学実習Ⅱ（慢性） 3 必修 〇 〇
精神看護学概論 2 必修 〇 〇
精神看護援助論 3 必修 〇
学校保健と⼼の問題 4 選択 〇
精神看護学実習 3 必修 〇 〇
⼩児看護学概論 2 必修 〇 〇
⼩児看護援助論Ⅰ 2 必修 〇
⼩児看護援助論Ⅱ 3 必修 〇
⼦育てと⽂化 2 選択 〇
⼩児看護学実習 3 必修 〇 〇
⺟性看護学概論 2 必修 〇 〇
⺟性看護援助論 3 必修 〇
ヒューマンセクシャリティと看護 2 選択 〇
⺟性看護学実習 3 必修 〇 〇
基礎助産学 4 選択 〇
助産診断技術学Ⅰ（周産期、新⽣児の健康診査） 4 選択 助産専攻のみ 〇
助産診断技術学Ⅱ（助産診断実践過程） 4 選択 助産専攻のみ 〇
助産管理 4 選択 助産専攻のみ 〇
助産学実習 4 選択 助産専攻のみ 〇 〇
⽼年看護学概論 2 必修 〇 〇
⽼年看護援助論 2 必修 〇
⽼年看護技術演習 3 必修 〇
認知症ケア⽅法論 4 選択 〇
⽼年看護学実習 3 必修 〇 〇
公衆衛⽣看護学概論 2 必修 〇 〇
公衆衛⽣看護活動論 3 必修 〇
公衆衛⽣看護⽅法論 4 選択 〇
公衆衛⽣看護管理論 4 選択 公衆衛⽣専攻のみ 〇 〇
公衆衛⽣看護⽅法論演習 4 選択 公衆衛⽣専攻のみ 〇
公衆衛⽣看護学実習 4 選択 公衆衛⽣専攻のみ 〇
地域・在宅看護論Ⅰ 1 必修 〇 〇 〇
地域・在宅看護論Ⅱ 2 必修 〇 〇
地域・在宅看護援助論 3 必修 〇
ケアマネジメント論 4 選択 〇
地域・在宅看護実習 3 必修 〇 〇
研究⽅法論 3 必修 〇
統合看護実習 4 必修 〇
国際看護 4 必修 〇
家族看護論 3 選択 〇
災害看護 4 必修 〇
看護研究セミナー 4 必修 〇
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